
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度最終号の「どんぐり」発行となりました。１年間、目を通していただきあり

がとうございました。今年度は、学校運営協議員の皆様のご助言により、日頃の

学校の様子を適時発信することを目指して「学校ブログ」を充実させ、「どん

ぐり」は隔月発行として学校の取り組み等の発信をしてきました。最終号で

は、学校長と小学部・中学部・高等部の各学部より、１年間を振り返っての

まとめを掲載いたします。 

 

【学校長より】 

 

今年度も学校では様々な取り組みを推進しましたが、保護者や地域の皆様

の協力のもと「進路合同セミナー」や「氷上特支防災の日」に取り組めたこ

とが今年度後半の成果の一つです。 

初めて取り組んだ「進路合同セミナー」では、本校から通所可能な地域の

福祉事業所や丹波市障がい福祉課、ハローワークといった進路に関してお世

話になっている方々に集まっていただき、説明や簡単な作業体験を行いまし

た。多様な学びや気づきを得られ、様々な方とつながることができました。

参加された方々からも好評でした。 

「氷上特支防災の日」は、阪神淡路大震災から３０年を迎えるにあたり開

催しました。丹波市役所、地域事業所、春日学園、福岡県ｅスポーツ協会な

ど多くの方にご協力いただき、避難所、煙、災害映像を見るＶＲ、炊き出し

等、体験を通して防災について学ぶことができました。参加された方々から

は、たくさんの体験から幅広く学ぶことができたと好評でした。 

 

 

２月に実施した学校運営協議会では、これらの取り組みについて「関係者

が協力して新しい学びを作ることができた」、「今後も継続して実施してはど

うか」との評価をいただきました。学校運営協議会や学校評価でいただいた

関係者や保護者の皆様のご意見をもとに、諸課題をひとつひとつ解決改善で

きるよう取り組んで参ります。 

さて、いよいよ高等部１１名、小中学部１８名が卒業します。卒業おめで

とうございます。高等部の卒業生は学校を離れ社会に出て行きます。どうぞ

自信を持って自分らしく生き生きと過ごしてください。いつまでも応援して

います。 

 

【小学部より】 

 

 この１年間、小学部では様々な体験活動を通した学習ができました。グリ

ーンベル青垣でのプール体験や有田先生の音楽療法、地域の先生による和楽

器鑑賞会、丹波市クリーンセンター見学や、福知山の児童科学館見学などで

す。普段の学習でも、調理やふれあい遊びといった体験をたくさん経験でき

ました。一つずつ楽しみながら経験を積み重ねることで、子どもたちは自分

から積極的に物事に関わっていくということを学んでいってくれたように思

います。この１年間の成長は、どの子もとても大きなものでした。 

４月からも自信をもって笑顔で進んでいってほしいです。保護者の皆様、

この１年間大変お世話になりました。温かく見守っていただき感謝しており

ます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字・イラスト 小学部・高等部 

丹波市春日町棚原３０９８-１ TEL： ０７９５-７５-１７３７ 

Email： Hikami_shien@pref.hyogo.lg.jp 

URL: http//www.hyogo-c.ed.jp/~hikami-sn/ 

 

兵庫県立氷上特別支援学校   ３月号   ２０２５.３.８  発行 



【中学部より】 

 

中学部では、この１年間、普段の学校生活を大切にすることを子どもたち

に伝えてきました。今年度から時間割を変更し、登校後の更衣、朝の運動、

朝の会という一連の流れの定着を図ったところ、教室移動等、時間を気にし

ながらてきぱきと動く姿が多くみられるようになりました。日々の授業や活

動を通して、学びの楽しさや仲間との絆を深めることができたと思います。 

総合的な学習の時間での調べ学習、職業・家庭の販売学習などの体験学習

では、時間をかけて目標に向かって学部全員で取り組み、多くの貴重な体験

を積むことができました。学習発表会では、自分たちで挑戦したいことを決

め、練習を積み重ね、素晴らしい発表をすることができました。春日中学校

との交流や春日ライオンズクラブとの交流等、地域の方々との交流をするこ

ともできました。 

生徒一人一人の成長する姿を見ることができた１年でした。皆様の１年間

のご協力に感謝いたします。ありがとうございました。 
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【高等部より】 

 

今年度は、多くの外部講師の方々を招いての出前講座を実施しました。また、初

めてとなる「ミライプロジェクト」への参加など、地域を意識した活動も充実しまし

た。 

高等部では、卒業後の社会参加を見据え、校外での活動の機会を大切にして

います。公共交通機関の利用の仕方や外食マナー学習、計画的にお金を使う買い

物学習、地域流通接客学習等、多くの体験が貴重な学習の機会となったように思

います。また、今年度は、DX 加速化事業の推進校として、昨年からの e スポーツ

大会はもちろん、プログラミング学習、動画編集、プレゼンソフトの活用など、デジ

タル社会に対応できる力を身に付けるための取り組みも実施してきました。これか

らも生徒たちの成長の機会を様々な観点から考えて取り組んでいきたいと思いま

す。 

１年間、ご理解・ご協力を頂き、ありがとうございました。今後も継続してサポー

トをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の学校通信『どんぐり』は、隔月発行となります。 

（4月、６月、9月、11月、1月、3月を予定） 

毎月の行事予定につきましては、各学部通信または本校内 HP 

「年間・月別行事予定」（QRコード参照）をご覧ください。 


